
岩宇地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

【目標１】神恵内線代替交通の利用者数を36,000人以上

（直近年度の実績34,000人）とする。

【目標２】神恵内線代替交通の公的資金投入額を2,500万円以内とする。

【目標３】神恵内線代替交通の収支率を30％以上

（直近年度の実績24.4％）とする。

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

令和6年3月22日（第5回）住民説明会の開催結果、運行事業者選定結果、
公共交通計画策定について協議・合意

令和6年5月27日（第6回）代替交通運行ルート・ダイヤ、令和6年度協議
会予算について協議

令和6年8月22日（第7回）路線名称・バス及びバス停のデザイン、停留
所の設定及び運行ダイヤ、運賃の設定等

令和7年3月22日（第8回）運行状況及び運行上の課題、令和7年度協議会
予算案、利便増進計画について協議

令和7年6月23日（第9回）令和6年度協議会決算、運行状況、地域公共交
通確保維持事業に係る計画について

令和8年1月14日(第10回)

事業実施の目的・必要性

岩宇地域では北海道中央バスの神恵内線が地域内を縦貫する形で運行してい

るが、令和６年９月末をもって廃止の方針が示されている状況であり、神恵内

線が廃止された場合、公共交通によって移動できない地域住民が多く発生し、

特に車を持たない通学者や高齢者の通院・買い物などの生活交通に与える影響

が大きいことが明らかであることから、神恵内線廃止後の代替交通を検討し、

切れ目のない地域公共交通サービスの提供を目指すことにより、岩宇地域をつ

なぎ、地域住民にとって優しくも、これまで以上に効率化を図りながら、財政

負担も含めて持続可能な公共交通体系を実現するとともに、神恵内線の代替交

通は日本海沿岸の豊かな自然を楽しめる路線でもあることから、観光資源とし

てのＰＲも行いながら利用者の確保を行っていく必要がある。

このため、地域公共交通確保維持事業により、路線を確保・維持することで、

地域住民の生活交通手段を存続させていくことが必要である。

地域公共交通の現況

・ニセコバス株式会社（小沢線）
・北海道中央バス株式会社（高速いわない号、神恵内線）

・有限会社小沢ハイヤー
・株式会社キングハイヤー

・Niseko International Transport株式会社

令和７年度事業概要

【系統名】岩宇地域海岸線（しおかぜライン）

【運行区間】神恵内村（川白）～岩内町（岩内高校）

【運行便数】平日１日１０便
土日祝１日６便

【運 賃】初乗り200円～1,200円（対キロ区間制）

【運行事業者】岩宇地域公共交通活性化協議会
【委託事業者】株式会社共立ソリューションズ

しおかぜライン運行状況について、地域公共
交通確保維持改善事業にかかる計画の事業評価
について、岩宇地域公共交通計画の一部改正に
ついて、地域公共交通利便増進実施計画の策定
について
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令和７年度事業の実施状況

（１）プロセス、創意工夫

○岩宇地域を縦貫する公共交通の確保

○免許返納者等にも優しい公共交通網の改善（既存バス路線の延長、岩内協会病院、岩内高校）

○公共交通の分かりやすい情報提供（バスロケーションシステムの活用）

（２）運行系統
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（３）利用実績

（４）収入実績
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（６）目標・効果達成状況

（７）事業の今後の改善点

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・いずれの目標も達成できなかったが、今後も地域公共

交通計画に基づき、利用促進策の取組を継続すること
を期待する。

・持続可能な公共交通を維持する観点から、収支率や公
的負担額の改善に対する取組についてもご検討いただ
きたい。

（５）事業実施の適切性

（８）地方運輸局等における二次評価結果

計画通り事業は適切に実施された。

◆岩宇地域海岸線の利用者数２８，３１２人

（目標３６，０００人）

◆岩宇地域海岸線の公的資金投入額３，４２０万円

（目標２，５００万円以内）

◆岩宇地域海岸線の収支率２５．６％

（目標３０．０％以上）

引き続き、計画に基づいた適切な運行を継続するとともに、周

知活動など利用促進に努める。
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